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2．　 建設工 事

　　　　　　　　　1．　 名古屋 市の 地下鉄建設 工 事

　　　　　　　 Chapter　2．　 Construction　Works　 in　Chubu 　District

　　　　 1．　 Construction　of 　the　Rapid　Transit　Railway　in　Nagoya

鈴 木 公 英 （すずき ひ ろ ひ で ）　 　 酒 井 貞 吉 （さか い さ だ よ し）

名古屋 市交通局技術本部　高速度鉄道建設部長　　　　名古屋市交通局技術本部　工 事課工 事第一係長

雀． は じ め に

　名古屋 市にお け る 地下鉄は ， 東京 ・大阪に つ い て

我 が国 3 番 目の地下鉄 と し て ， 昭和32年 に名古屋 ・

栄間 2．4km の 営業を開始 し た
。 以来， 順次延長 を

は か り平成元年 9 月に 6 号線中村区 役 所 ・今池 間

6．　3　km の 開業 を 迎 え， 現在 5 路線 66．　5　km を営業

し ， 1 目102万人 の 乗客 に利用 され て い る 。

　現在建設中の 路線は
， 3 号線上小 田井 ・庄内緑地

公園問 1．4km お よ び 6 号線今池 ・

野 並 間＆ 3km で あ る。 6号線今池

・野並 PM　8．　3　k． は ， 昭和 63年 3月 に

工 事着手 し た と こ ろ で あ り， 平成 4

年度 の 完成をめ ざ し て い る 。

2． 名古屋の地下 鉄網

　地下鉄 の建設計画 は ， 昭和47年 の

都市交通 審議会答申第14号に よ り，

8 路線約 130km が あ る （図一1）。

しか し なが ら ， 答申か らほぼ18年が

経過 して お 勢， 最近の 名古屋圏 の 人

口動態 の 変化や 交通 の 状況を み る

と ， 答申時 の 想定 と は か な り異 な っ

た もの とな っ て きて い る。そ こ で ，

こ れ らの 情勢 の変化 に対応 し， さら

に 広域的 ， 長期的展望 に た っ て地 下

鉄 を中心 とする交通網 の あ り方を再

検討する運輸政策審議会 が ， こ の 4

月 に 開催され る こ と と な っ た
。

こ の

運輸政策審議会に備え て 名古屋市基

幹公共交通網調査委員会 を設置 し，

昭和 63年 2 月に答申を得た と こ ろ で

September ，1990

‡

ある。

　こ の 調査委員会 の答 申は ， 今後運輸政策審議会の

審議 の 揚 へ 名古屋市案 と し て 反映 され る よ う要望 し

て ま い りた い と考え て い る 。

3． 都心 部 に おけ る第 6号線建設工 事

織 攀

　　 　　 3．1 建設計画の 背景

　　　　 昭和30年代に 入 り， 高度成長に 伴 う都市 へ の 人 口

　　　 集中お よび モ ータ リゼ ーシ ョ ン は相互 に影響 し合い
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図一 1　 名古屋圏高速度鉄道網 図 （都市交通審議会第14号答 申）
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な が ら人 口 の ドーナ ツ化現象 を もた ら し た 。 都市そ

の もの へ の 人 口集中は ， 昭和40年代に 入 り鈍化 し た

も の の
， 都市圏域 へ の 人 口集 中 とそ の 中で の 人 口 の

ドー
ナ ツ化 は な お続 い て い る 。

　 こ の よ うに F
’

　
F一

ナ ツ 化 した人 口 配 置は ， 中心 都市

に 対 して 毎 目の 通勤通学 の 流れ とな っ て 集中 し て く

る が ， 名古屋市に お ける 在来 の 鉄道路線形態か ら，

そ の 大半が名古屋駅に集中し て い るた め ， 名古屋 駅

経由 の 流入 となる 。 こ れに対 し て 市内鉄道 とし て 受

け る地下 鉄は
，

1 号線が あ る の み で 輸送 の 限界 に達

し て い る 。

　昭和 47年 の 都市交通審議会答申は ，名古屋駅 を通

る も う 1本 の 地下鉄が必 要で あ る とし ， 名古屋市西

方の 七 宝町か ら名古屋駅 ・
市中心部 を経由 して 各所

で 既設地下 鉄線 と交差連絡 しつ つ
， 開発 の 著 しい 市

東南部を経て 豊明市に至 る 6 号線 を計画 に示 し て い

る 。

　 6号線全体 として は ， 30km を越す長大路線で あ

る が ， 名古屋市では こ の うち 中村区役所 ・野並間 に

つ い て 緊急に整備する必要が ある と し て建設に 着手

し た も の で あ る 。

　3，2 建設計画 の 概要

　 6号線 中村 区役所 ・野並間 の 建設計画 の 概要は ，

図一 2 に 示す とお りで あ る 。

　事業免許区間は 中村区役所 ・野並間 15．8km （建

設キ ロ ）で あ り， 全線地下 式 で 17駅 の 設置 を予定 し

て お り， 営業 キ ロ は 14．　9km で あ る 。 6 号線 の 車庫

は 当面余力 の あ る 日進車庫 （3 号線）を使用する た

め ， 3 号線 と交差す る 丸 の 内駅付近 に 3 ・6 号 の 連

絡線を設 け る と ともに ， 車両や施設な ど は 3 号線 と
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表一 1　 主要 工 事内容

工 区 甜 明中枢 慚 駅 名齷 副 名 駅 前 泥源 丸・ 内剛 樋 軻 「東 桜 劇 高 岳 駅

工 事 延 長 （1n ）

平 均XE削深 （m ）

掘 削 土 量 （mS ）

防　　護 　　工

　 29519

．099990
　 295

　 19．8122513
　 　 312

　 　 23．O

　 工67000

JR
名 古 屋 駅

名 鉄 本 線

テ ル ミ ナ

　 　 439

　 　 22．2

　 168129

地下鉄 1号
ユ ニ モ ーノレ

　 151

　 22．379511

洞　　道

　 　 228

　 27．5200044

共 同 溝

　 　 266

　 28．0103314

共 同 溝

　 　 222

　 　 23．5

　 168583

共　同　溝

セ ン トラル

メ ーク

名鉄瀬戸線

地下鉄 2号

　 　 ユ97

　 21．5

ユ34286

共 同 溝

工 ・ 輔 駅 今瀕 千種通北 睡 黼

工 事 延 長（m ）

平均掘 削深（m ）

掘削土 量 （ma ）

防　 　護　 　工

　 246

　 17．2100851
　 　 321

　 　 20．5
　 150597

地下鉄 1 号

　 　 292

　 　 19，5
　 87226

汰 口径 下水

　 　 316

　 　 19．0

　 63　096

大 口 径 下水

同
一規格 と した。

　建設工 事は ， 全工 事区間 15。8km を ， 第
一
期工事

区間 （中村区役所〜今池）7．　5　km と第二 期工 事区間

（今池〜野並）8．3km に分 けて い る。第
一期工 事区

間は 昭和 58年 6 月に着手 し，平成元年 9 月開業 を迎

え ， 第二 期工 事区間 は ， 昭和 63年 3 月に着手 し，現

在鋭意工 事 を進 め て い る と こ ろ で ある。

　3．3 第一期工 事 （中村区役所 〜今池 ）の概要

　第一期工 事 区間の 中村 区役所 ・今池間は ， 1 号線

と並行 し都市域 を東西 に貫通する区間で あ り， 既設

路線 と の 交差 ， ほ か の 地下施設 も多 く， 大規模か つ

難度 の 高 い 工 事とな る箇所が 多い
。

こ の 内， JR 名

古屋駅部に つ い て は ，JR 東海建設工 事部に 工事を

委託 し た。

　主な関連施設 と し て は ， JR 名古屋駅 ， 名鉄本線・

瀬戸線 ， 地下鉄 1 ・2 ・3 号線 ， JR 中央線 な どの 既

設鉄道 と の交差 ，
エ ス カ ， テ ル ミ ナ ，

ユ ニ モ
ー

ル な

どの 地下街， 更に は桜通 りの 共 同溝な どが ある 。

　こ れ ら の既設地下構造物を防護し

て 施工 する た め
，

こ の 区聞の 掘削深

さは 17〜 28m と全体に深 くな っ て お

り，駅施設 も広幅員 とな っ て い る 。

　既設構造物 の 防護方法 として は ，

開削区間 は ア ン ダー ピ ニ ン グ工 法

で ， シ ール ド区間 の 共同溝は主に 遮 ＿　。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

断壁 に よ り，
また ， 沿道建物お よび橋 証

一1°

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　騨
一20

梁は薬液注入工 法に よ り施工 した 。　　 ＿3。

　地下鉄構造物 の 施工 方法と し て 駅

部は 開削工 法 ， 駅問 の トン ネ ル 部は

September ，1990

掘削深 さが深 く，ま た，交通量 も多 い こ と か ら， シ

ー
ル ド工法 とした 。

　（1） 開削工 法区間の 施工 （図
一 2参照）

　第
一

期工 事区間 の 開削部工 事延長 は約 3．6km ，

掘削土量 は約 161 万 皿
3
で あ る 。 各工 区の 主要工 事

内容は表
一 1の とお りで あ る 。

こ こ で は代表的な ア

ン ダーピ ニ ン グ工 事区 間で あ る JR 名古屋駅 か ら 泥

江交差点 の 内，
ユ ニ モ ール 地下街部お よ び JR新幹

線 ・在来線 の 施工 方法 ， 技術的特徴 ， 計測管理に っ

い て述 べ て みた い 。

　 i） ユ ニ モ ール 地下街部

　 ユ ニ モ
ー

ル 地下街は ， 昭和45年に名古屋駅前の 桜

通下 に建設 され ， 地下 1 階が公共通路 と店舗 ， 地下

2階は駐車場 とな っ て お り， 中央部55皿 は地下 3階

構造 とな っ て 機械室 と し て 使用 され て い る （図一 3

参照）。

　地下鉄 6 号線は ， こ の ユ ニ モ ール 地下街縦断方向

270m 全 区間の 直下 に ， 1 層 1径間 の 函形 RC 構造

物を建設す る もの で あ る 。 こ の 工 事は ， 地下店舗お

よ び 駐車揚 も年 中無休 で営業 し て い る た め ， 営業に

支障を与え な い 工 法を採用 して い る 。

　施工 手順 （図
一 4参 照）

　  デ ィ
ープ ゥ ェ ル に よ る メ ッ セ ル 導坑下端ま で
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一 一

10m
  仮受け杭 ¢ 10GO

　（根入れユ5m ＠1950）

　 

　 

　  　地下鉄上床と地下街下床と の 空 隙

　　 に無収縮 モ ル タ ル を充填 し ， 本受替

　 　 え

　  　仮受け杭撤去

　技術的特徴

　  　耐力試験

　仮受けに先立ち，す べ て の 杭に耐力試

験 を実施 した 。 こ の 試験は京都大学村山

教授 の 指導の もとに
， 杭 の 初期沈下量 の

除去（な じみ取 り）， 杭周辺砂地盤の 改良，

支持力 の 確認 を 目的 と し た も の で ， 設計

荷重 よ りやや 大き い 180　tfを 3 〜 5 回繰

り返 し載荷 し た後，3 日間の 継続載荷 をす

　　　　　　　　　　　 図
一4　 施工 手1頃図

　 の 地下水位低下

  　地下街駐車場階か ら の 地盤注入

  メ ッ セ ル 導坑 （3．　5m 　× 3．　65m ）の 施 工 お よび

　導坑内か らウ ェ ル ポイ ン トに よ る地下水位低下

  　導坑内か ら リパ ー
ス エ 法に よ り仮受 け杭 （φ

　 1000， 根入れ 長 15m ） の 施工

  　仮受 け抗頭部 にジ ャ ッ キを設置 し， 地下街の

　仮受け

  導坑の 1．3m の切広げ

  切 り広 げた導坑内か ら土留め柱列杭 （φ600，

　根入 れ 長 7m ） の 施工

　　掘削

　　地下鉄 6 号線構築

52

束京方

　　　　　　る も の で あ る 。 仮受け杭 の 沈下量 は

　　　　　　3〜5mm で ，あ らか じ め実施 し た仮

　　　　　　受け杭載荷試験 と ほ ぼ同 じ で あ っ た。

　　　　　　　  　導坑掘削（図
一3， 図

一 5参照）

　　　　　　　先行 した
一

般部 （87皿 ） で は ， 導

　　　　　　坑幅 を 3．　5皿 で掘削し仮受け後 ， 1．3

　　　　　　 m 切 り広 げ掘 削 し た結果 ， 地下街 の

　　　　　　沈下が 当初予想値 の 1／3程度に と ど

　　　　　　ま っ た 。
こ の た め ， こ の 計測値 を設

　　　　　　計 に フ ィ
ー ドバ ッ ク し

， 地盤反力係

　　 地盤注入工 数と導坑背面 緩み範囲を再評価し た

　　　　　　結果 ， 導坑支保工 に プ レ ロ
ー ドをす

　　　　　　れ ば当初か ら所定幅 の 導坑掘削が可

　　　　　　能 と判 断 され た 。 こ れ に よ り後施工

　　　　　　の
一
般部 （128m ）は導坑幅を 4．8m

　　　　　　で 施工 し た結果 ， 予想値以下 の 沈下

　 　　 　 　 　 に と ど ま っ た 。

五） JR新幹線 ・在来線部

新幹線 ・ 在来線部は ，昭和 39年，昭和12年に そ れ

遷 i葺崢g　oつ

レ74s
°°

　　 支保工H−2DOX200

　　　　
跚

　 ぎ
一窺 黴 ヲ

゜

　　　　　　　　　　　鱒 。
驫

　　　　　　　　　　　
り

τ　
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿板5GOX500×6

　 　 　 ，70

お D

　 雪 1

、亀

8
　＼一ノ

図
一5　 拡幅部も含 め た導坑

一
擂掘削 に お け る支保工 図

図
一6　地下鉄 6号線名古屋駅付近平面 ・縦断面図
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それ建設 され ， そ の コ ン ロ ー
ス は ， JR 名古屋駅 の

中で最も旅客流動 の 多い 揚所 とな っ て い る 。 地下鉄

6号線 は ， こ の 高架橋横断方向 175m の直下に 3 層

3径問の 函形 RC 構造物を建設する も の で ある 。 地

上部分 の 施工 は ， 駅 の 活動が終了 し た 0 時か ら朝 5

時 30分ま で の 時問帯を利用 し
， そ の 利用者に 支障を

与えな い 工 法を採用 し て い る （図一 6参照）。

　施工 手順 （図一 7参照）

　   コ ン コ
ー

ス の路 面覆工

　  基礎底面 ま で の 掘削

　  杭周辺 の 高圧 噴射工法に よ る地盤改良

  　BW 工 法 に よ る連続地中壁 の施工

　   　機械施工 面 ま で の 掘削

　  RRC 工 法に よ る本体柱兼用仮受け杭の 施工

　  　仮受け桁 の 築造お よ び仮受け工

　  掘削， 逆巻き に よ る構築工

　  地下鉄上床 と高架橋 フ
ー

チ ン グとの 空隙に無

　　収縮 モ ル タ ル を充填 し ， 本受替え

　技術的特徴

　  　仮受け方式

　 こ の 部分 は コ ン コ ー
ス 面 を全面的 に閉鎖す る こ と

が不可能な た め ， 仮受け桁 を自由に調整で きる 鋼管

ブ ラ ケ ッ ト方式 と し た。こ の 方式 は コ ン コ
ー

ス 面 の

支障 を最小限に お さえる こ とがで きる もの で ， 鋼管

と既設柱間に膨脹 モ ル タ ル を嗔充 し モ ル タ ル の 拘束

乳 D゚

↑
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図一7　 施 工手 順図

圧力を利用 して 既設柱 と の せん断面に ケ ミ カ ル プ レ

ス トレ ス を導入 し応力 を伝達 させ よ うとする もの で ，

実施例が少な く実験式 を用 い て 設計し て い る 。 モ ル

タ ル の 膨脹力 は ， 乾燥収縮に 非常に左右 され るた め ，

仮受け期間中常に天端部分 を湿潤状態 とする必要が

あ り定期的な 管理 を行 っ た
。

　  　仮受け杭

　仮受 け杭 の 設計は 支持力機構 を同
一
条件とする た

め ， 仮受け専用 杭を設計する の が通常で あ る が ， こ

こ で は 既設 フ
ー

チ ン グ間が非常 に狭 く， そ の 位置に

仮受け杭 ， 土留め壁 ， 本体柱を設 け る こ とが不可能

で あ っ た 。 し た が っ て 図一 7 に 示 した よ うに地下連

続壁を仮受け時の支持杭 とする とと もに ， 中間点に

設 ける べ き杭 を本体柱兼用仮受 け杭と した。本体柱

兼用仮受 け杭 の 構造は ， く体よ b下部が場所打 ち杭

で，そ の 上部 は通 し鋼管か ら成 っ て お り， 掘削方法

は地下水位が高 い た め リ バ ー
ス 工 法 と し た 。 鋼管柱

と コ ン ク リ
ー

トの 接合方式 に つ い て施工実績がな く，

また設計基準 もな い た め ジ ベ ル と支圧鉄筋に よ る伝

達方式 を確 立 し た （図一 8参照）。鋼管柱は 建込 み

精度が完成時 の 使用性 を大き く左右する こ とにな る

が ， 建込み が地表付近 か らの位置で ある こ とお よ び

泥水中で の 作業 とな る た め細心 の 注意を必 要とした 。

　 m） 計測管理

　当区間 （JR名古屋駅 〜泥江交差点）に お い て は ，

設計施工 管理 の
一

貫性を持 っ た 自動計測管理 シ ス テ

図一8 鋼管柱 と コ ン ク リートの 接合方 式

を行 っ た 。 計測機

器として は沈下 計

を主体 と し ， 傾斜

計 ， 変位計，切梁

計 ， 鉄筋計， 荷重

計，
ひ ずみ計 ， 温

度計， 水位計を設

置 し，そ の 数 は

1740点 に 及ぶ 大

規模な もの とな っ

た 。 計測方法 とし

て は既設構造物 の

挙動を常時監 視し

なが ら工 事を進 め

る必要 があ り， 沈
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表
一2　相対変位量管理 基準値

通 　 常 要
．　 注　 意　　施工

一
時巾断　　　　測　定　方　法

沈 下 σ ＜ −10．7 一10．7〈 σ〈一15．7　　　σ〉 −15，7
線 路 方 向

浮上り σ く　 4，84 ．8〈 σ＜　 8、呂　 σ＞　 8，8
柱　

一一一一一
σ
一一一

　 柱
　 　 70m 　 　 70 皿

新

幹

線
沈 下 σ〈

−16．3 一16，3くσく
一21．9 σ〉

−21、9 一一一一一
　σ
’一一一冖一

線路直角方向
浮上り σく　／｛｝．110 ．1＜σ＜　 12．9 σ＞　12，9 柱 9．Om　　 ユ2．45皿 柱

沈　下 σ〈
−6．9 一6、9〈 σ〈 −9．7 σ〉

−9．7
線 路 方 向

浮上 り σく　 3．33 ．3くσく　 4．1：． σ＞　 4．6在

来

線
沈 下 σく

一5．1 一5．1＜ σ〈 −6、8 σ〉 −6．B

一　　一噌一

7．Om

『
『丶

　 7』 m線路直角方向
浮上 り σ〈　 3．33 、3＜σく　 4．6 σ＞　 4．6

ユ ニ モ ー一ル 地 下街部 σく　 3．O
　　 　　 　　 　 E
3・°く ・〈 隅 ・ ＞ 7』
　　　　　　　亅 嘛 コ σ

一

下計等 の計測データ を迅 速処理 で き るよ うパ ソ コ ン

を使 っ た リァ ル タイ ム 管理 を施工 に反映 させ ， 構造

物 の安全 を図 っ た 。

　計測管理基準の うち ， 主 とな る沈下計の 管理値 を

示す と表一 2 とな る
。

こ の 管理 基準に基づ き施工 を

進 め た 結果 ， 列車 へ の 支障 ， 既設構造物 へ の 損傷も

な く工 事が安全に施工 で きた こ と は ，本工事 に使用

し た精度お よび信頼性 の 高 い 計測管理 シ ス テ ム が必

要不可欠で あ っ た こ とが再認識され た 。

　  　シ ール ド工 法区間 の 施工 （図
一 2参照）

　第
一
期工事区間 の シ

ー
ル ド部工 事 延 長 は 約 3．　9

km
， 掘削土量は約 35万 m3 で あ る 。 各工 区 の 主要工

事内容は表一 3 の と お りで あ る 。

　工 法 の 選 定にあた っ て は ， 土層は熱田層で礫径 が

30〜60mm と小 さく， 組成率 も砂礫 14％ ， 砂54％ ，

粘性± 32％o 程度 とな っ て い る こ と もあ りr

　   　計測管理 が容易で 確実で ある

　  掘削土 の 管理が シ ス テ ム 化 され 自動制御が可

　　能

　　　　　　　　  　作業環境が よ り改善され る
　 　　 　　 （mm ）
　　　　　　　な どによ り， 泥水加圧 シ ール ドを採

　　　　　　　用す る こ と と し た
。

　　　　　　　　3．4　第二 期工 事 （今池 〜 野並）

　　　　　　　　　　 の施 工

　　　　　　　　第二 期工 事区間の 今池 ・野並間は ，

　　　　　　　都心域 の 東端 で あ る今池か ら市道名

　　　　　　　古屋環状線 を南下 し桜本町で 市道東

海橋線を東進 し野並 に 至 る路線で ある 。 市道名古屋

環状線 は 幅員 32．78m の 道路 で 比 較的施工条件が良

い が，市道東海橋線は ほ ぼ25m で 特に 野並交差点か

ら東 は20皿 と工 事 をする 上 で は交通処理 が難 しい 区

間で あ る 。

　主 な関連施設 と し て は ， 地 下鉄 3 ・4 号線 の 既設

鉄道 と の 交差，名古屋高速道路 1 号線 ， 埋 設物と し

て は大 口径下水管 （φ2250）があ る。

　既設構造物 の 防護方法 と し て は ， 開削区間は ア ン

ダ
ーピ ニ ン グ工 法で ， シ

ー
ル ド区間の 沿道建物お よ

び橋梁 は薬液注入工 法によ り施工 す る 。

　地下鉄構造物 の 施工 方法 と し て 駅 部お よ び比較的

浅い ト ン ネル 部は 開削工 法 ， 道路幅員が狭 く， また

交通量 の 多い 5 区間 の トン ネ ル 部 は シ
ー

ル ド工 法 と

し た 。

　に） 開削工法 区間の 施工 （図一 2参照）

　第二 期工事区間 の 開削部工事延 長 は 約 5．Ok 皿
，

掘削土量は約 145万 mS で ある 。 各工 区の主要工 事

内容は表一 4 の とお りで あ る 。 こ こ で は地下鉄 3号

表
一3　主 要工 事内容

二窮 蔓 ｝椿 町 那 　古 　野 呉　服 　町 泉 布 　池 　町 内　 山 　 町

施 工 延 長　（m ）

最小 曲線半 径　（m ）

最大縦断 勾配　（％・）

土 か ぶ り （m ）

掘 削 土 量 （m3 ）

単 線 並 列
　 　 642
　 　 648

　 　 300

　 　 2412

．5〜15．9
　 53541

単線並列
　 　 647
　 　 645

　 　 800

　 　 17

工5．3〜22．3
　 53329

単線並列
　 　 639
　 　 353

　 2000

　 　 　 2

16凾5〜20．5
　 40758

単線並列
　 　 530
　 　 529

　 　 1500

　 　 　 6

14．5〜16．5
　 43683

単線 並列
　 1　e32
　 1e3i

　 　 800

　 　 118

．9〜14．1
　 85214

単 線 並 列
　 　 795
　 　 725

　 　 164

　 　 2511

．5〜19．5
　 63847

セ

グ
メ

ン

ト

外　径 （mm ）

RC

ダ ク タ イ ル

　 710D282R1008R 　71001133R150R 7100985R 　 71001049R 　 71002054R 7300965R589R

ポ　 ン 　 プ　 所 有 　 ［　 有 無 無 　 【　 無 　 1　 有

防

　

護

　

工

薬液 注入工 法 　 エ ス カ 地下街

（縦断 延長60m ）

3F 以上の 建物 27軒

桜　橋（堀川）

　協 調 溝

共 同 溝 共 同 溝 共 同 溝

協 調 溝

　 北 裏 橋

　 （JR 中央線）

3F 以上の 建物 4軒

遮 断 鹽 ・法1 一
部の 曲 　陸物 ・肺 溝 1 共 同 溝 レ 順 溝 1共 購

・繍 溝 　
一部 ・ 建物

齧 菰 去 1 な ・ 　 1 歩 黼 1 ・ ・ 　 な ・ 1歩黼 （2 箇所） ・†瞰 方式 （・軒）
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表
一 4　主要工事内容

項霜
〜〜 ミ 旦 吹 上 北 吹 上 駅 鯑 所駅 桜 山 駅 桜 嫡 膜 役瀧 謹役纛 I　 　　 　 I　 　　 II判

工 　事 延　長 　（m ） 208 319 197 347 285 353 333 370

平 均 掘 削 深 　（m ） 19．8 19，8 25．0 15．5 13．9 13．2 14．4 16．2

掘　削　土 　量 （m3 ） 6461  115960119556106331 62633 58272 8188D 65638

防　　　護　　　工 大 口径下水 大 口径 下水
地下鉄 3 号
大 口径 下水

大 口 径下水

7 青く ．運 ］羶嬲 剽 新糯 北 亅新瑞橋劃 桜本町駅 鶴 里 剛 野 並 西

一一．一 ．

1駢 劇 野 並 束

工 　事 延 　長　（m ） 368 370 317 368 323 267 308 289

平 均 掘 削 深 　（m ） 19．0 21．0 23．0 21．0 22．0 16．8 18．0 20，0
掘 　削　：ヒ　量 （n13 ） 1Q7373 76463131241143547107455 57792 85119 70589

防　　　護　　　工 大口径下水 大口径下水
地 下鉄 4 号
大 口 径 下水

大口径下水

瑞 　　穂
区 役所南

表一5　主要工 事内容

工 区 阿 由 知 通 恵　 方　 町 駈 　 上 　 町 桜 台 野 　 並 　 橋

施 工 延 長　（m ） 単線 並列 727× 2 単線 並列 7〔饕 x2 単線 並列 　682× 2 単線並列 619．1× 2 複 　 　線 　 54α 4

最 小 山線半径 　（・n ） 1000 1000 500 165 200 

最 急 勾 配 　（知） 18 30 26 24 33
土 か ぶ り　 （m ） 12．5〜17．5 11．5〜17，5 13．5〜18．0 13．5〜17．5 10，5〜23．5
掘 削 土 量 （m3 ） 58310 61270 54700 52510 46590

セ グメ ン ト

径

cc
トタ

RD

7000mm

　 1446R

　 　 　 O

7000mm1519R

　 　 　 O

7　OOOmm1225R

　 131R

7200mm

　 816R

　 517R

10300mm

　 426R

　 109R

中 閲 ポ ・ プ 酬 無 無 無 無 有

防

護

工

薬 液注入 工 法 ビル （RC 　5　F）

歩道橋

ビル （S4F ）

ア ン ダー
ピ ニ ン グ工 法

ビル （S3F ）

歩道橋

ビル （RG 　8　F） 野並橋，地 下道，
石 積み，歩道橋

大 口径 下 水

ビル RC 　4　F

線御器所駅 お よび地下鉄 4 号線新瑞橋駅 の 2 箇所 の

ア ン ダーピ ニ ン グ工事が あげ られ る が
， 施工 方法と

し て は，第一期工 事区間の ユ ニ モ
ー

ル 地下街部に 準

じ る た め ， 省略す る。

　  　シ
ー

ル ド工 法区間の施工 （図
一 2参照）

　第二 期工 事区 間の シ
ー

ル ド部工 事 延 長 は 約 3．3

km ， 掘削土 量は約 27 万 m3 で あ る 。 各工 区 の 主要

工事内容は表一 5 の と お りで ある 。

　工 法の 選定に あた っ て は ， 土層の 大部分は熱田層

で 最大礫径 30 〜 100mm
， 組成率 も砂礫 25％ ， 砂46

％， 粘性土 29％とな っ て い るが，桜本町 よ り天 白川

流域に か けて は ，入 事礫層で最大礫径 150〜275mm

が散在 して い る こ とが確認 され て い る。

　以上 の よ うな土層 を踏 まえた上で ，

　  掘削土 の 管理 がシ ス テ ム化され 自動制御が可

　　能

　  　残土 の 処理 が容易な こ と

　  　設備 が小規模で 占用上有利な こ と

な どに よ り， ±圧 式 シ
ー

ル ド工 法 （気泡タ イ プ）を

採用す る こ と と し た 。

September ，1990

4．　 お わ り に

　車中心 の 都市 と い わ れ る名古屋 に お い て は ， 公共

交通 優先の 施策を掲げる 市の 基本計画に基づ き ， 地

下鉄 の 建設 を進 め て い る 。 現状で は ， 市内交通 の分

担形態は鉄道 3 に対 し路面 7 とな っ てお り， 東京 の

7 ： 3， 大阪の 6 ：4 に比 較 し て 著 し い 差 が あ る 。 近

年 の 自動車交通 に よ る騒音 ・排気ガス な どの 公害問

題 や省資源 の 観点か ら も， 鉄道整備 の 中で の 地下鉄

建設 の 意味は 大き い
。

　
一

方， 最近 の 大都市にお け る地価高騰 を反映し た

地下空問 の 高度利用に お い て ，地下鉄 6 号線建設 に

伴 う大規模ア ン ダーピ ニ ン グ工 事の 成功は ， そ の 可

能性 に 大きな役割 を担 うと ともに 土木技術 の 今後 の

発展 の 上 に も大きな意義がある も の と確信す る 。

　 こ れ ま で地下鉄 6 号 線の 現況に っ い て 述 べ て きた

が
， 第

一期工 事区間で ある中村区役所 ・今池間の 開

業が平成元年 9月 に迎 え られ た の は ， こ れ ま で の 関

係諸官庁 の ご指導 と住民 の 方 々 の ご協力 ま た施工 業

者 の 努力 の 賜物と深 く感謝 して い る。
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